
冬期間の気象条件からみた外装材の修繕状況について

〇伊東敏幸,苫米地司 (北海道工大 )

1 はしめに

積雪地域の建物外装材は,冬期間の寒冷による凍害および積雪による雪害の影響を受けて徐

々にあるいは急激に劣化する。積雪寒冷の外部環境により外装材に発生する劣化現象は,図 1

に示す通 り,機械的劣化因子として作用するため,破損等の致命的な劣化現象が多い。

本研究は,北海道内各地における外装材の損傷状況と気象 との関係を明 らかにすることを目

的として,公営住宅の修繕状況と冬期間の気象条件との関係を検討 した。

2 調査概要

調査対象は,北海道内各地に建設 されていて,規模,構造および外装仕上げが比較的画一化

している公営住宅とした。調査は道内 212市町村の公営住宅管理者への郵送アンケー ト形式に

より行 った。調査の回収率は51%,気候区分的に分散する市町村より回収 されている。

3 調査結果

冬期間の気象条件による市町村区分は,表 1に示すような寒冷差区分 と積雪差区分で分類 し

た。 この区分を用いて,外装材の修繕状況と気象条件との関係を検討 した結果以下の結果が得

られた。

寒冷差区分別に外装材の修繕部位をみると,図 2に 示す通 り寒冷度が高 くなるに伴い外壁の

修繕比率が高 くなる。同様に積雪

差区分別にみると,図 3に示す通

り積雪が多 くなるに伴 って屋根の

修繕比率が増加する傾向となり,

積雪区分が 6以上では寒冷度が影

響 して外壁の修繕比率が高 くなる。

なお,全修繕数からみると屋根が

外壁の約 2倍 の修繕数を占め,外

装材のなかでは屋根修繕の比率が

多い現状にある。

次に,使用年数が25年 未満の建

物における修繕までの経過年数の

傾向をみる。寒冷差区分別に外壁

修繕までの経過年数をみると,図
4に示すように寒冷度が高 くなる

につれ14年経過以前に外壁を修繕

するlll合 が増加 している。同様に

屋根修繕までの経過年数をみると,

寒冷度が高 くなるにつれ19年経過

以前に修繕する割合が高 くなる。
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図1 外部環境による作用劣化因子と劣化現象
表 l 北海道内市町村の寒冷差区分と積雪差区分
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経過年数をみると,図 5に示すように積雪が多 くなるに伴 って15～ 19年 に修繕する割合が比例

的に高 くなる傾向にある。 このことから,積雪量および積雪期間は屋根損傷に大きく関わって

いるといえる。なお,積雪差区分 と外壁修繕までの経過年数にはこのような傾向はみられない。

公営住宅管理者からみた屋根修繕に至る損傷原因を積雪区分別にみると図 6と なる。公営住

宅管理者は市町村の建設課が担当 している場合が多いことから,損傷原因の判定は信頼性があ

ると考える。図のように,積雪区分 3の 地域は

道南の海岸沿いの市町村が多いことにより塩害

が25%を 占めるが,積雪区分 4以上の地域では 寒 冷 菫 区 分|

雪害を損傷原因に挙げる地域が多 くなる。積雪 【全  体 ]

区分別に屋根修繕の修繕方法をみると,図 7の (1'40以上
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と考える。

4 まとめ

積雪および寒冷区分を用いて外装材の修繕状

況を検討 した結果,屋根損傷と積雪量に顕著な

傾向が確認された。このことから,各種の気象

因子を定量的に用いて屋根材の損傷を検討する

ことが可能 と考える。 図5 積雪差区分男収こみた屋根修繕までの経過年数
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図6 積雪差区分別にみた屋根の損傷原因
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図7 積雪差区分月りこみた屋根の修糖方法


